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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成29年9月28日(2017.9.28)

【公表番号】特表2016-534199(P2016-534199A)
【公表日】平成28年11月4日(2016.11.4)
【年通号数】公開・登録公報2016-062
【出願番号】特願2016-536492(P2016-536492)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｋ  11/61     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/08     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  33/50     (2010.01)
   Ｆ２１Ｖ   9/16     (2006.01)
   Ｆ２１Ｙ 115/10     (2016.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｋ   11/61     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   11/08     　　　Ｇ
   Ｈ０１Ｌ   33/50     　　　　
   Ｆ２１Ｖ    9/16     １００　
   Ｆ２１Ｙ  115:10     １００　

【手続補正書】
【提出日】平成29年8月15日(2017.8.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　次の式Ｉ
　　Ａx［ＭＦy］：Ｍｎ4+　（Ｉ）
（式中、ＡはＬｉ、Ｎａ、Ｋ、Ｒｂ、Ｃｓ、Ｒ4又はそれらの組合せであり、ＭはＳｉ、
Ｇｅ、Ｓｎ、Ｔｉ、Ｚｒ、Ａｌ、Ｇａ、Ｉｎ、Ｓｃ、Ｙ、Ｌａ、Ｎｂ、Ｔａ、Ｂｉ、Ｇｄ
又はそれらの組合せであり、ＲはＨ、低級アルキル又はそれらの組合せであり、ｘは１、
２又は３であって［ＭＦy］イオンの電荷の絶対値であり、ｙは５、６又は７である。）
のＭｎ4+ドープ蛍光体の色安定性を改善する方法であって、
式Ｉの蛍光体をヘキサフルオロケイ酸を含む溶液で処理する工程と、
未処理の蛍光体に比べて色安定性が改善された処理後の蛍光体を単離する工程と
を含む方法。
【請求項２】
　溶液が式Ａx［ＭＦy］の塩をさらに含む、請求項１記載の方法。
【請求項３】
　溶液がフッ化水素酸を含まない、請求項１記載の方法。
【請求項４】
　溶液がフッ化水素酸をさらに含む、請求項１記載の方法。
【請求項５】
　蛍光体を高温でフッ素ガスに曝すことをさらに含む、請求項１記載の方法。
【請求項６】
　ＭがＳｉ、Ｇｅ、Ｓｎ、Ｔｉ、Ｚｒ又はそれらの組合せである、請求項１記載の方法。
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【請求項７】
　Ｍｎ4+ドープ蛍光体がＫ2ＳｉＦ6：Ｍｎ4+である、請求項１記載の方法。
【請求項８】
　式Ｋ2ＳｉＦ6：Ｍｎ4+の複合フッ化物化合物の色安定性を改善する方法であって、蛍光
体をヘキサフルオロケイ酸を含む溶液で処理する工程と、未処理の式Ｋ2ＳｉＦ6：Ｍｎ4+

の蛍光体に比べて色安定性が改善された処理後の式Ｋ2ＳｉＦ6：Ｍｎ4+の蛍光体を単離す
る工程とを含む方法。
【請求項９】
　溶液がＫ2ＳｉＦ6をさらに含む、請求項８記載の方法。
【請求項１０】
　溶液がフッ化水素酸を含まない、請求項８記載の方法。
【請求項１１】
　溶液がフッ化水素酸をさらに含む、請求項８記載の方法。
【請求項１２】
　蛍光体を高温でフッ素ガスに曝すことをさらに含む、請求項８記載の方法。
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